
地場産木材を用いた建築空間構造システムの開発

米子高専 建築学科 稲田 祐二

テ ー マ

研 究 者

平成28年度鳥取県環境学術研究等振興事業

概 要

応 用 分 野

本研究は、地場産木材を用いた新しい建築構造システムを実用化し、地場産木材の需要拡大をはかるこ
とによって鳥取県内の林業の振興に寄与することを目的とする。具体的には、地場産小径木を構造材に用
いた新しいスペースフレームシステムの実用化を研究目的としている。平成２８年度は，研究開発の最終
目標とする６mスパンの改良型プロトタイプ実験棟の施工実験を鳥取市内で行い本構造システムが中大規
模の建築構造物への適用の適用可能であることを確認した。

体育館、作業所、倉庫などの中・大規模建築空間に採用できる構造システムである．
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